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はじめに
　小児糖尿病は，インスリン依存性糖尿病が大半を占

め，治療目的・方法の歴史的変遷の中で，インスリン

療法，食事療法，運動療法が維持されれば，健常人と

変わりない日常生活を送れる，自己コントロールの疾

患とまで呼ばれるにいたったが，若年齢での発症（15

歳未満）という特性ゆえに，根治療法がみいだせない

現在においては，治療の三本柱を続ける上で，困難な

面も少なからずあると思われる。‘そのため，①患児の

コントロール状況の把握と治療内容の改善，②糖尿病

教育，③実習，④心理的対策，⑤体力の増強，などの
場1）として，1925年ア刈力のデト。イトで，W，ndt

が初めて小児糖尿病サマーキャンプを開催した。日本

においても，1953年に丸山の手により開催されたサマ

ーキャンプは，現在では全国各地に広がりを見せてい
る（1983年現在23カ所2））。

　新潟県では，1982年から新潟県小児糖尿病サマーキ

ャンプが開催された。筆者らはユ983年の第2回サマ

ーキャンプに調理スタッフのボランティアとして，参

加する機会を得た。本サマーキャンプは，患児とスタ

ッフの集団生活を通して，再教育とお互いの親睦を図

り，治療の向上と自立の支援を行うことを目的として，

実施された。筆者ら調理スタッフは，指導・助言をい

ただきながら，共に限られた時間の中で，自ら企画し，

実践し，貴重な体験をさせていただいた。

　本報告はささやかではあるが，調理スタッフとして

携わった給食管理の，’A．栄養管理，Bl事務管理（購

入事務を中心として），C．衛生管理の3点について，

総括した，実践記録である。

1．サマーキャンプの概要

　本サマーキャンプは，次の要領で実施された。

　ユ）期間：昭和58年8月3日（水）～8月7日（日）

　の4泊5日間。

　2）場所：小千谷市山本山高原　市民の家

　3）患児：

　表1に示すように18名で，うち1名が途中（8月

6日）より参加した。なお患児のプロフィールにつ

いては，表10に詳しく記す。

　4）スタッフ：①医師：常時1名及び交替で4名ず

　　つ（2サイクル）。

　②調理スタッ7：本学家政科食物専攻研究生・2

　　年生，常時5名。

　③養護スタッフ：交替5名ずつ。

　④インスリン注射・自己血糖指導等のスタッフ：

　　常時2名。

　以上，常時，合計12名が参加したが，他に講師あ

るいは地元の医師・栄養士・看護婦の訪問を受けた。

　調理作業は，調理手順ic従い各自の担当分野を，

自主的かつ流動的に行った。調理作業の中で，時間

的に最も重要な位置を占めた作業は、患児個々に異

なる盛りつけ・配膳であった。患児自ら行う秤量は，

主食とわずかなものに限られ，調理スタッフの手に

よる秤量が多かった。この点に関しては，’栄養指導

との関連において，より円滑な方法へと改善が望ま

れる。

裏1’患児1こういて
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5）サマーキャンプ・プq物ム：・（表2）’

表2 サマーキャンプ　プログラムー
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　　6）謁理スタッフの活動プロフィール：．（表3）

9．サマーキセンプの実際

A・栄養蒼理　．　　　　『　　　・一．　　・

　　　本サマーキャンプにおける栄養管理は，次のよ

　　うに行った。第一に．基礎食（15単位）の食品構

　　成をもとに．獄立を作成した。その際，5日間の

　　食事に変化をもたせるため，凋理方法など最初に

　　話Lあい，調整したウ治療食としての圧迫感では

　　なく，積極的な「食」『の喜びを，3歳から17歳ま・

　　での患児に味わってほしいという願いを抱いた筆

　　者らは，食事の満足感を与えうる献立作成に，心

　　がけたつもりである。作成した基礎食の献立は，

　　表4～表8に示す通りである。　　　、

　　　第二に，患児各々の単位配分表に合わせてi食

　　品の付加を行った。限られた調理時間の中で，－効

　　率よく患児集団の食事を整えるためには，どのよ

　　うに各自の単位配分表と「致させたらよいかとい

　　うことが，最大の問題点であり，ここに多くの時

　　間を費さざるを客なかった6一例として，血樽？

，　白内変動を測定した2日目の各患児の献立の中Pl＞

　　ら，a．幼児期，　b・学童前期．　c・学童後期，・

　　d、中学生，e。高校生，圃の計5名をとりあげ，表

　　9ra触表9reとして紀す。．．’
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表3　調理スタッフの活動ブロフィ．一ル

月　日 活 動 内 容

6月30日

7月11日　
　
t

7月18日
　　↓

7月21日

！
，
，
｝

　　↓

8月1日

　　2日
1
：
｝

2i日

10月初旬

。サマーキャンプ参加最終決定
。咋年度サマーキャンプ結果報告及び今年度実施要項打ち合わせ

。献立作成のための打ち合わせ
　　　　　　↓
　　調理スタッフ各々，基礎食献立作成期間

。基礎食献立作成結果の検討会

必要な調理機器のリスト作成期間

。現地調理室の調理機器等の連絡及び打ち合わせ

。患児プロフィールの報告順に，各患児献立表作成期閣

。購入物（調理機器，食品）のリスト作成期間　　、

。患児プロフィール最終報告→各患握献立表最終決定

。献立表提出

総スタッフミーティング）

。食品材料発注

。調理機器購入

調理スタッフ以外

の参加者有無

。新大附属病院栄養指導室との最終打ち合わぜ及び筋言

。借用機器の荷作り

小児糖尿病サマーキャンプ
　　　（活動内容については，1ページジ表封を参照さ駐譲㌔｝

。借用機器の荷ほどき及び清掃

総スタッフ反省会）

1。各患児への栄養素摂取状溌

　及び食事に関するアyケート髭送

三。食事に関するアンケートの結果集設
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小児糖尿病サマーキャンプにおける栄養指導計画の試みについて

▼
基礎食献立・・第4，日目．：8一月6一日表7

8月6日
区分 献立名 ・食品名 数患の 表1 2 3 4 5 6 付

エネルギー

D‘Kaり
蚤白質

@191
脂質｛の 糖質｛9｝ 食壇の

ご　は　ん 飯 99 董．8 147 2．6 ‘0．5 31．4
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P．0

Q．9 2

味付のり． 2　、
■ ※ 一 α8 0．1 0．8 α11
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小児糖犀病サマーキャンプにおける栄養指導計画の試みについて

（8月4日分）学童前期の献立例表9－b

梅6　’09辺’O　咲　　　17畿女　’ 『2015単位　　　　’コンドロール　良　　’　　　　　　9

区分 献立名 食品名 数蜀9，。表1 2 314’ 5 6 付 智窩蚤『島 脂質191轄矧9｝食壇91
ノぐ　　　　ン

基礎食、に箪ず る。
朝
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冷奴・かぼちゃの含め煮 基礎食に準ず る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
野　菜　の　塩　も　み 基礎食　1ζ　準ず　る。　　　　．
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亀

（8月4日分）学童後期の献立例表9－c

No　10　0　見　　　0　　　10歯男 22．5単位　　　　コントロール不可
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タ
　
　
　
　
食

チキンビラフ

精白米
R　ン　ソ　メ』玉　　　　葱

p　　タ　　ー

Pチャップ
瘡{胸肉
Oリンピース駈｝

81

P．8

Q2

P0．3

P4

T0

T

3．5

1．25

1．O

※
※

α2

2銘

S
8
7
7
1
8
1
0
2
4

5．5

ｿ1
ｿ2
ﾓ
1
0
．
3
1
0
．
3
0
．
2

L1
O．1

ﾓ
＆
4
6
．
2
6
．
2
φ

612
ｿ5
k7
ﾓ
4
．
0
0
．
1
0
．
1

LO5
t
0
．
2
0
0
．
5
0
砿
4
7

わ　か　め　ス　ー　プ 基　礎　食　に　準　ず　る。
サ
　
ラ
　
ダ
「

生　野　菜ロースハム

30 0．75

基礎食　に　準ず　る。
61 4．9 41 0．4 0．84

．合　　　計 10 2 5．5 1．4 1．7 1 0．9 1，818 76．9 56．6 246．？ 10．66

一139　一一



●

．
鰯
．
，

1県立新潟女子痘期大学研究紀要　第21集辱畠

O

一

一．
　鴨　

一■．一、，一

．
甲

（8月4日分）表9－d　中学生の献立例

㌧
　
．

し

㎞13　0　田一〇　子　　　13臓女　　　25．7単位　　”．コントロール　優

凸区分 献立名” 食品名 数側9，衷1 2－ 3層・ 4 5 6 ’付 喫縞舶蕩 脂質19｝ 穂質1の食塩の

ノ寸　　　　ン ’　　　　　濫　礎　食　に　華　ず　　る。

朝
　
食

サ　ラ　ダ 生野菜・卵 へ　基　礎　食　に　串　ず　る。

果　　　物 桃 220 1 8r 1．3　　0。2　20．2

飲み　物 牛　　　乳 206 1．4 122 6．0 6．6 9．3 0．21

ご　は　ん 飯 200　4 326 5．7 L1 69．7

味噌汁 ■　　　　　F 茄　礎　食　に　準　ず　る。　　　　，昼
　
　
　
食

焼二　魚 生　　　蛙

@塩
75

A1．2

．

1．5
1
弩

15．5

ﾓ
6．3　　α1

ﾓ　　　φ

1．05

k20
冷　　　奴 基　礎　食’1ピ準　す　る。

かぽちゃの含め．然 茄　礎　食　に　・岬｛　ず　　るo

野　菜　の　塩　も　み 甚　礎　食・に　準・ず　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　・

飲み　物 牛　　　乳 182 L3 107 5．3 5．8 8．2　　0。18

補食 果　　物 す　い　か 390 1．5 121 2．7 φ 30．8

タ
　
　
　
　
　
・
食

Pチキンビラブ・

精白米
諠
塔
¥
訓
パ
　
　
タ
　
冒
一
ケ
チ
ャ
ッ
プ
若
鶏
胸
肉
・
グ
リ
ン
ゆ
ス
伽

69
P．5

P
9
’
8
．
7
1
2
4
0
5

3
1

7
1

0．9

莞1

ｦ

「
0
．
2

246

R
7
・
6
5
1
5
8
L
4

4．7

ｿ1
ｿ2

ﾓ
0
．
2
・
8
．
2
’
0
．
2

0．9

≠P

ﾓ
7
．
1
φ
4
．
9
φ

52．1

O．5

k4．
ﾓ
3
．
4
q
1
0
．
7

α駆

O．17

O．43

O．37

わ　か　め　ス　ー　プ・ 基　礎　食　に　箪ず　る。ザ
ラ
ダ
・
　
F

生　野．・菜，

香[スハム： 40 1

差　礎’食　に　節　ず　る。　’　　，

@　　　・1 麗 a6 5．5 0．5 1．12

飲み物 牛　　　乳 140
一 1 83 4．1 4．5 ．6．3 0．14

L

果　　　物 ぶ　ど　う 225－ 1．5 126 1．1， α5’ 32．4

合　…計 軌5 4 5．5 3．7 1。1’1， 1α9 2，095 8乳5． 60．2 296．6 1a46

｝

P
　
　
　
　

　甘　閣
唱　　r「　■

　　　　r　　
・，■

　　一．．　’　，　　　　　9

　．：．
噌F　　幽

（8月4日分）表9－e　高校生の献立例

●

♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Nα17　Q　部　○　史　　　15趨男　　　30単位　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　聖一’コントq戸ノ財・侵　　　　　　　、　，　　　　」　　　　　　　　　　脚

声● 区分 献立’名 ’食品名・ 数憩91 衷1 ・2・ 3一 4・ 5一 旧6・1丁付
ネルギ乳‘Ka鴛， 蚤白質．　19】

脂惣9｝・ 糖質191・ ・食塩191

パ
　
　
　
　
、
ン
1

食　パ　ン
}ーガリ’ン

90
S

3

・ 0．4

234

R2・

’乞6

ﾓ

3．4・

w顧 R．3

43．2

ﾓ

1．17

E0．08

サ　ラ　ダ　　F

生　・野　菜’
x鶏　　『－卵マヨネーズ 75

S．8

．　　　甚　礎食　1ζ’期ず　る。　　　　1．5

o．4

122

R2
乳2

ｿ2

＆
4
3
．
5

0．7

ﾓ
0．23

ｿ09
飲み物 牛　　　乳 206 L4 122 6．0・ 6．6 9．3 0．21

補食 さつま噛い’も 130 2 160 ’1．6 0．3 37．3

ご’は　ん ・飯 ．193 3．5
蹴 5．0 LO 6董．2

味’噌汁
味　，　噌．
蛛@　　枳・
禔@　　『揚

10
P3

W α35

1

0．2 19

R
3
1

1．3
ｿ
1
’
1
．
5

0．6

ﾓ
a
6

0．6

曹T

ｿ2

1．3，

昼
　
．
　
　
食

廃　魚
生　　　鮭．塩 100

EL6
2’ 1

里
20．7

ﾓ・

8．4

ﾓ

0．1　・

ﾓ

α
1
、
‘
0
，
6

冷　　　奴 基礎食に　串ず る。

かぼちやの含め煮 基　礎食　に 鄭．ず　る。

野　葉　の　塩　も　み 差　．礎　食　に　酪　ず　る。　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

飲　み　物 牛　　　乳 206 1．4 122 6．0 6．6 9．3・ α21
補食 果　　物 ・す　い・か 260 1 81 1．8 φ 2α6

タ
　
　
　
　
　
　
食

チキンピラフ

精白米
Dコ　ン　ソ　メ
ﾊ　　　∵葱パ　　ク　　ー

Pチャウプ
瘡{胸肉
Oリンビ」ス細

81

k8
Q2
P1

P4

U0

T

3．5

　r
普D5

L1

死ξ

0．2

288

S
8
8
2
1
8
1
2
2
4

，5．5

O．1

C
0
．
2
’
φ
0
．
2
1
2
．
4
α
2

L1
O．1

@φ
W．9

@φ
P．4

Eφ・

6L2
O．5

P．7

@φS
．
0
：
0
．
2
α
7

1．05

O．21

ｿ5　引

O．防

わ　か　め　ス’一　プ 『
塞 礎食　に　串　ず　る。　　　　　　㌧　1

サ　ラ　グ
生　野　菜ロースハム

40 r

基　礎　食　に　鄭　　　る6　・

@　　L

一
　
ず
幽 82 ε6

　　　9
繧T・　0．5 1．12

果　　物 ぷ・ど　う 150 1 。　84 1；α8 ．α4　2」．61
補
食

おにぎり幽，「「，L 　飯
ﾌ　　　一り

110

D2

2
　
「 ※，

r

164

X　－　　　　．

3．2

O．8

q6
|・ ﾓ・

34．8

Oビ8 一．・

合　　計 14．5 2 7 a8 2 1 0．7 2，450 101．5 67．2 33ε6 12．3

に

1
・
　
，
　
層

一140一

．響



O

　　r　　隔　　r　、

e

q

q
°

小児糖尿病サマーキャンプにおける栄獲指導計画の試みについて

展

疑

漢

展

堤

饗

展

展

凝

屡

展

捻

鵜

髪

梧
、

ζ

裡

貰
裡
e
與
魯
田
駅

剛

国
終
～
薗

国
終

臼
K

剛

溶
～
倒

国
～
琶

置
終

　
　
　
◆
蟹
～
ぼ

溶
終

置
K
～
薗

蟹

置
K
■

薗
K

置
博
～
ぼ

゜
“

倒

ミ
ー
ロ
占
　
、
n
δ
嗣
｛
ロ
灘
目

仁
　
の

展

貰

’
槍

展

網
　
「
」

凝
．

に

拡
・

に

凝

凝

に

農

に

．
凝

・
鵜
　
・

貰
槍
e
茜
塑
鰹
論
ト
、
半
十
－
卜
争

置
・

密

溶
旨

冒

ぼ

旧
終

ぼ

口
K

博
終

置
隆

「
国
艮
　
、

博
終

貯
K

ぼ
旨
・

応
K

゜
匿
博

国
K

嵐
古
1
ひ
ロ
載
ゆ
弓
U
「
旧
⑪

マ
．
鯛
一
、

Ψ
．
＝

Ψ
．
＝

oっ

D
＝
．

oり

D
＝

一
．
9

可
．
〇
一

卜
．
〇
一

O
．
9

O
．
〇
一

O
．
O

切
．
O

oO

D
O

b
d
O
．
o
o

①
．
O

oり

D
卜

§
　
唄
爵
塩
勤
儲

O
．
θ
O

嶋
．
卜
9
唱

の
．
O
●
o

O
．
O
◎
◎

卜
．
O
◎
曙

．
0
6
°
。

O
ぜ
e
屯

の
鵠
゜

．
㊤
“
㎝
　
　
、

O
．
一
㎝

ゆ
．
O
㎝

鳴
．
O
“

◎
．
O
e
電
．

マ
．
〇
一

N
．
雪

O
．
雪

電
砲
泪
誓

O
．
O

一

一

一
，
覧

・
O
．
O

゜
O
．
O

一

O
．
O
　
』

ロ
．
O
　
「

一

⑩
．
一

卜
．
O

O
．
O

一
．
口

oo

D
O

一
．
一

゜
詣
　
　
　
　
セ

一

一

一

一

一

，
　
汽

一

一

一

．
一

い
　
一

一

一

陶
　
　
一
　
巳

h．

一

祠

O
　
　
’
趨

槌
ヒ

oo
B
一

ρ
卜
．
網

卜
．
一

◎◎

D
一

一
．
一

oO
D
嗣

eo

卜
◎
一

一
．
畔

卜
畿

恥
φ

マ
．
曹

一

　
　
も
o
o
．
O

◎唱

D
一

O
．
O

O
．
輯

O
　
　
爵

鎚
目

oo

D
鯛

oo
D
e
曙

g9
D
e
“

O
．
偶

卜
．
9
っ

o●

D
一

．
O
．
◎
o

噂
．
一

一

09

D
●
q

の

一
．
願

印㊤

D
一

．
O
．
㎝

噸
画

一

O

　
　
曹
噸
　
　
郷

鵡
口

卜

n

O

O
．
の

0
6

．
　
O

の

O
．
0

O

の

の

卜
．
Ψ

マ

マ

の
．
Ψ

0
．
O

㎝

㎝
　
　
窺

n

e唱

ω

O
唱
『

噸

マ

蔚

蔚

㊤◎

・
　
一

－
　
　
一

ゆ
．
一

の
．
一
・

一

一

09

D
O

　
F
㎝

偶
　
　
　
嗣

縞
一

O
．
＝

Σ

o●

ψ
．
o
り
一

嶋
．
O

吻
。
〇
一

＝

9

O

g9

．
の

oo

＝

一
．
O
　
　
「

o
◎
’

卜

再

偶
　
　
粥

（
O
“
ε
O
．
O
O
O

（
σ
q
．
①
ε
O
．
属
O

（
O
．
°
。
ε
ゆ
．
の
O
O

（
『
o
◎
ε
一
．
3
“
●

（
O
．
O
O
）
り
．
㊤
O
◎
噸

（
o
●
．
O
り
）
o
ゆ
．
δ
蔚

（
卜
．
嶋
ε
O
．
卜
卜
e
o

（
『
苫
Y
卜
．
O
蕊

（
一
．
㎝
ε
O
．
蕊
◎
◎

（
一
．
口
ε
O
．
罠
o
購

（
O
d
ε
一
．
o
o
9

（
Ω
ご
ε
◎
q
．
“
●
e
噛
㎝

（
O
．
O
ε
卜
．
軸
0
隅

（
マ
㎡
O
）
O
．
卜
＆

（
卜
d
ε
翰
．
“
り
e
噂
一

（
°
◎
㎡
ε
．
O
ご
9

（
°
o
崎
ε
．
0
9
．
O
o
O
一

（
快
ヨ
垂
尋
H
）
§
　
　
“
・
塚

（
卜
．
蕊
）
、
偶
．
岳

（
O
め
e
◎
）
“
り
．
e
曙
O

（
の
。
鵠
）
一
．
●
嘲
O

3
め
S
O
．
卜
嶋

（
O
め
e
●
◎
．
O
O

（
O
↓
◎
・
）
O
．
o
◎
の

♂
．
＆
）
O
．
［
O

（
O
ご
e
’
O
．
O
頃
　
…

（
O
．
お
）
噂
．
O
Ω

（
O
．
冨
）
●
o
．
卜
O

a
φ
。
◎
）
の
．
マ
ト

（
ピ
．
g
。
°
“
）
蔚
．
．
o
り
の

（
°
。
．
刷
㊤
q
）
o
◎
．
O
マ

8
6
＄
寧
●
．
頃
マ

（
マ
ご
。
。
）
一
．
口
嶋

（
0
6
e
の
．
嶋
O

奪
．
畠
）
噛
o
o
．
O
嶋

（
娘
蟹
魂
茸
轟
H
）
§
　
　
蟹
　
碧

蕪
課
宗

（
o
d
こ
の
．
；
一

（
O
め
二
e
◎
．
O
o
o

（
蔚
．
9
）
◎
噛
δ
o
o

（
マ
ご
二
〇
．
マ
o
◎

（
卜
6
ご
頃
．
卜
o
o

（
卜
。
〇
一
）
マ
．
o
・
q
o

（
ト
め
ご
o
●
．
o
◎
ト

3
d
一
）
O
．
O
卜

（
°
。
．
①
ご
頃
．
ロ
ト

（
O
．
O
ご
o
◎
．
o
っ
ト

守
こ
ご
の
．
卜
卜

（
⑩
・
ご
一
）
．
O
．
卜
O

゜（

n
≦
）
O
雨
O

（
0
6
ご
．
φ
ご
O

（
噂
．
O
㊤
噂
）
マ
．
O
O

8
ご
ご
偶
．
8

《
の
．
O
ご
0
6
0

（
絵
鯉
」
玄
魯
邑
§
絃
皿
嘱

9
マ
．
的
゜

o◎
潤揶

．
◎
“
�

◎9
D
°
“
�

。岬

n
．
e
“
�

0
．
㎝
�

0
．
嗣
�

O
．
一
�

◎お

D
一
�

卜
．
一
�

卜
．
【
�

O
．
一
�

O
O
．
一
�

oo
揩n

D
刷
�

O
の
．
一
�

＆
．
一
�

8
．
一
�

o器

D
一
�

隔曙

ﾆ
」
捧
ミ
瞬
H
�

ゆ
�

K
�

Ψ
�

旨
�

o
●
�

博
�

終
�

蔚
�

笛
�

o
●
�

K
�

終
�

N
�

終
�

�

．
o
o
一
�

o
一
�

　
　
　
　
　
懸
�

＝
�

終
�

う2

�

終
�

2
�

K
�

K
�

一
�

コ
�

．
一
Σ
�

終
�

K
°
�

袋
�

博
�

9
�

9
�

◎O

�

　
　
　
　
　
“
�

・
糾
虫
�

・
軽
゜
“
一
�

・
軽
＝
�

・
軽
雪
�

・
蟹
゜
り
一
�

・
軽
゜
“
嗣
�

・
軽
卜
嗣
�

・
軽
9
�

，
叔
・
軽
9
�

・
軽
＝
�

・
軽
O
�

。
弩
卜
�

・
軽
0
9
�

・
軽
9
�

・
軽
マ
�

・
軽
の
�

・
軽
㎝
�

超
・
輩
於
�

O
鴇
O
�0
倒
O
�O
暑
O
�
10

?
n
�
O
田
O
�O
都
O
�O
鰻
O
�　
域
0
�
O
奮
O
�O
田
O
�O
臼
O
°
�
O
図
O
�O
起
O
�O
ヨ
O
�

O
郭
O
　
　
・
�

O
糖
O
�O
樽
O
�

　
　
　
　
　
田
　
象
　
　
　
　
「
�

�

嗣
�

・一

C�

�

っ
一
�

㊤
◎
一
�

　
＝
�

�

�

o�

�

�

�

�

り�

9�

・
�

�

�

ー
ヤ
ト
ロ
色
卜
．
b
謎
　
（
田
噂
皿
o
◎
）
　
黙
お
督
　
崖
｝
蟹
…
耕
粛
駅
纈

一
螂

141一



’県立新潟女子短期大学研究紀要　第21集　’1984

　　さらに，患児各々の献立から求めた栄養素摂取

　量（2日目）を1・患児のプロフィールとともに，

表10に示した。

B．事務管理（購入事務を中心に）’

　献立作成に伴い，生鮮食料品p常備品の購入量

を求めた。施設内の貯蔵設備が十分でないため，

　（家庭用冷蔵庫1台だけなので，クーラーボック

スを3個持参したが，収容能力に限界があった』），

地元の病院から紹介された業者からは，1日2～

3回，調理方法と調理時間に合わせ，材料を納入

してもらつた。

　注文方法は，①納入時刻を指定した，5日間の

注文票の発送，②納入時に，次回納入品の打ち合

わせ，③緊急時には電話注文，という3形態をと

った。

材料費の概算は，表11の通りであるが，予算よ

りかなり低廉に執行することができた。

表11　食品群別材料費

食品群別¶ 品　　　　　　　　　　名 合計金額（比率）陽

米 精白米　　　　　　　　　　　・ 19400凧（98）

パ　　　　　　　ン 食パン ユ．650（0．8）
穀
　
　
類

め　　　　　ん そうめん 2．240（1．1）

その他の穀類
?@　菓　　類

とうもろこし，白ごま，薄力粉，片栗粉 1，250（0．6）　　　　，

じゃがいも じゃがいも 975（0．4）い
も
類 その他のいも類 さつまいも，こんにゃく 1，700（0．9）

砂　　　糖　　　類 砂糖 520（0．3）
油　　　脂　　　類 バター，サラダ油，マーガリン，マヨネーズ 2，440（1．2）

味　　　　噌 赤辛味噌 1．110（0．6）豆
　
類 大豆製品 油揚，絹ごし豆腐，納豆，生揚 ・3．515（1．8）

その他の豆類 0（　0）

魚
介
類

生物・干物
生鮭，メルルーサ，花かつお，煮干，・生いか，むきえび，ベーコン

25，170（12．7）

水産ねり製品 かまぼこ，ツナ缶，鮭缶 4，930（2．5）

獣　鳥　肉　類 豚もも肉，ウィンナーソーセージ，ロースハム，鶏ひき肉 35，780（18．0）

卵　　　　　　類 鶏卵，うずら卵 5，510（．2．8）

乳　　　　　　類
牛乳，コンデズミルク，エバミルク，チーズ，ヨーグルト，

Xキムミルク 10．725（5．4）

緑黄色野菜 かぼちゃ，ほうれん草，人参，パセリ，サラダ菜 6，410（3．2）・
野
菜
類

その他の野菜類

@　　　　嘲

きゅうり，トマト，なす，ピーマン，グリンピース，大根，レタス，生姜，長葱，生椎茸，玉葱，キャベツ，枝豆，

ﾉんにく，干椎茸，いんげん，紅生姜，みつば，ごぼう

　　　　‘
P7．394（8．β）

み　か　ん類 みかん，オレンジ 1，470（α7）果
実
類 その他の果実類

すいか，りんご，マスクメロン，もも，ぶどう，パイナッフうレ，バナナ，レモン，グレープフルーツ

28，950（14．6）

海　　　草　　　類
味付のり，生わかめ，干わかめ，昆布，寒天，ゆきのり，

ﾐじき
5，890（3．b）

調味嗜　好　品

ビスケット，みりん，バニラエッセンス，塩，こしょう，酪

Eスターソース，チリペッバ」，パプリカ，ねり辛子，

Lャラメル，コンソメ，ケチャップ，マービージャム，
gマトジュース，氷カレー粉，コーヒー，麦茶，しょうゆ，マービ甲，ジュース類

　　　　1Q1．2221 i10．7）

，
合　　計 198，250（99．9）一
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C　衛生管理
　　時節がら，食中毒の発生に最も注意を要するた

　め，①使用調理機器（表12に示す6）の洗浄，用

　塗に応じて②消毒剤（ピューラックス）の使用，

　③煮沸消毒，等に努めた。また消毒剤（オロナイ

　ンK）を用いた手洗いは，食事の準備あるいは食

　事の晩調理スタッフのみならず全員に励行して

もらった。一方，生野菜を供する際には，十分水

で洗浄した後，低濃度の消毒剤（ピューラックス

0．1ppm）を調整して用いた。

　その他，材料購入の際にも，食品の衛生管理を，

第一義として，保管状況を考慮した上で随時購入

方法を採用した。

表12　使用調理機器一覧表

加熱用機器 数量 ’計量機器 数量 食　器　類． 数量 そ　の　他 数量
O天　板　網 5　枚 ’O秤　　　10kg 1　台 0ラ　ンチ皿 45枚 0ボール特大 1　個

o細　　　網 5　枚 秤　　　2kg 8　台 平　　皿『大 45枚 Oボール　大 1　個

O卵焼き器 2　個． O秤　　100g 1　台 平　　皿小 45，枚 0ボール　中『 1個
0文　化　釜 3　個 言楓力・プ299

4　個 丼 45個 Oボール　小 1　個
鍋　　　特大 3　個 O計量カップL6 1　個 味噌汁椀 45個 Oホーローボール中 1宿
鍋　　　大 1　個 o計量ス涛ン器 2本 は　　　　し 45ぜん Oざ　　る　大 2　個

o鍋　　　申 1　個 言憧ス外ン誌 5　本 Oさいばし 5ぜん Oざ　　る　小 2　個

フライパン 1　個 計量スプン，き 5　本 1スプーン　大 45本 Oみそこし　大 1　個

中　華　鍋 1　個 Oスプーン小 45本 o包　　　　丁 5　本

O魚焼き器 2　個
、

ビニールカップ 45個 ま　な　板 4　枚

ビニールコツプ 100個 飯べら　大 2　個

」 O飯べ’ら　中 2　個

Oお　　ぼ　　ん 2　枚

クーラーボ汐ス 3　個

0金　　　亀串 45本
Oおろし金大 1　個

O印は，県立新潟女子短期大学調理実習室および集団給食実習室より借用した機器である。

皿　アンケートによる評価と反省

　サマーキャンプを終了して16日後　，参加した患

児に対して，a．サマーキャンプの食事と日常の食

事との比較，b．サマーキャンプ参加後の食事に対

する関心，・c．サマーキャンプの食事で感じたこと，

1の3項目について，郵送法（無記名）にてアンケー

ト調査を実施した。回収率は66．7％であり，表13

にその結果を示す。

表13　食事に関するアンケート結果

8　サマーキャンプと普段の食事との比較

　④満腹感　　N＝12
人数｛刈 全体の割合棚

非常にある’ 1 ＆3

かなりある 0 0

同じである 6 50．0

あまりない 3 25．0

な　　　　　い 2 16．7

そ　　の　　他 0 0
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②　食品薮 N＝12 」四も甲 刀ン　リ閃』 lv－1‘

人数（刈 全体あ割合協 ’人数囚 全体の割合協

非常に多い 0’ ♪噛 　、O 非常に高まった 3 樹」250
「かなり多い ’2　｝

16．7 かなり高まった 5 41．7

同じである 6 50．’ O’ 同じである 2　’ 16．7

かなり少ない 1 ＆3 少しなくなった 0 0

少　な　い． 3 25．0 なくなった 1 8．3

そ　　の　゜他 1 8．3 そ　　の　　他 r ＆3　’
，　　、　　，

③　味　つ　け N＝＝　12

人数（刈 全体の割合幽・

う　　す い 2 ．16三97

かなりうすい・ レ ＆3
同一じである 8．畠『

　
6
6
．
7
　

かなグ旗い 1 813

非常に濃い 0 　
0
8

そ　　の 他・ 0－　1 0　畠一

．④’単　位数 N＝12 曽

『人数囚 ・全体の割合協．

．よくわかる 2㍉ ・16．7・

かなりわかる 1 8．3

同じである 1 8．3

よくわからない 6 5α0

わからない 1 8．3

そ　　の　　他 1 8．3

b　参加後の食事に対する関心 暉Nミ12

・c 黹T㌃キヤン1の餌で感じたこと・1

°　　　＿∴t－　　一．自由記述

1倉謝艶て・力叫一の多いものを工夫確

。おやつをもっと食べたかっ’た。’

。おrblt’がおいしくなかった。．

。白身魚のホイを焼きの味がうすい。’

。姫豆腐がおいしかった。

。サマー銑ヤンプの食事は少なかった6，’一

。少ない加ゴリーの配分にしては，いろいろなメ三ユ，

　一があったと思う6

。子どもの食事だけを別にし七作ることが多b＞ったが，

サマーキ㍗ンプに参加して大人と同じ食事で作る方

法がわかった。　（母親）　　　”噛

。なか彗か手がこんでいてとても美味しい料理でした6

参考になる点もありました。　（母親）

　．サマーキャンプの食事は日常の食事と比較して，

満腹感は，「同じである。」が50％見られ，サマー

キャンプでの食事量が，H常の食事量とほぼ同じで

あ？＃唐児が半数おり，また満腹感ば「ない。」と

「あまりない・」1 ｪ合b翫如％勉れ，サマ
ーキャンプでの食事量が不足気味の患児が，緬率数

近くいたことがうかがわれる．前者1・対しては値

接的な喫食体験を通して本キャシプ参加の意義を確

認し得るものと解されるが，後者に対しては，食事

内容あ指示趾喫飾は発敵伴い変イヒして叡も

のであり，発育期の患児ゆえにその間の調整の難し

さを痛感させられた。

　食品数については，サマーキャンプの食事は日常

の食箏と比較して，「同じである。」と答えた患児

が50．　0　％，「かなり少ない。」・「少ない。」と答

えた患児が33．3％であり，こめことにより患児の

約83％の日常の食生活はかなり多様な食品を用いて

いるのではなかろうかと推測される。

　味つけについては，サマーキャンプの食事は日knt

．の食事と「同じである。∫と答えた患児が66，7％，

　「かなりうすい。」・「うすい。」と答えた患児が

25．0％見られ，1人1日当りの食塩量は10g以下

を目安にして供食したのであるが，．大半の患児にと

ってそのような味つけが習慣化していることがうか

がわれた。・

　次に食事の単位数についてであるが，日常の養事

と比較して，1回の食事内容の単位数が「わからな

い。」・「よくわからない。」患児は，合わせて
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58．396であった。アンケート回答者の80％は，カ

ロリー計算ができない実状を考慮すると，多少はサ

マーキャンプの効果があったものと推察される。筆

者らは，ともすると規制を伴う食事に消極的になら

ざるを得ない患児に対し，「食」の喜びを少しでも

感じてほしいと願って献立作成にあたったが，その

ためにカロリー計算が複雑になることを免れること

はできなかった。今後は，患児の実状と「食」への

積極的な参加の方法とを，共にどのように発展させ

ることができうるのか，給食管理と栄養指導の両方

のアプローチから，更に検討を重ねて行かなければ

ならないであろう。

　以上の4つの成績より，嗜好を伴う食事に関して

は主観性が強く，それぞれの個人差をどのように把

握し，具現していくかが重要な課題となるものと思

われた。

　一方，サマーキャンプ参加後に食事に対する関心

が，以前より高まった患児が66．7％見られた。こ

のことは，サマーキャンプの一つの成果として評価

されるものと思う。

おわりに

　今回のサマーキャンプへの参加が決定してからの調

理スタッフの活動状況は，既に表2，3に示した通り

である。サマーキャンプ開催に至るまでの準備期間
（22日間）は，文献の探索，3）4）5）6）7）先生方から

の指導助言により，患者のプロフィールに応じた献立

作成に終日没頭した。サマーキャンプ開催中は，高温

多湿の厨房内において早朝から深夜に及ぶ労働のもと

に，辛うじて調理スタッフの責務を果すことができた

が，実際の現場経験をもたない筆者ら調理スタッフに

とっては，本サマーキャンプでの給食管理のスケジュ

ールは，かなりハードなものであったと思われる。

’今回は調理スタッフの人数及び能力の限界から，患

児の給食管理のみに焦点をあてざるを得ず，栄養教育

や「食」の啓蒙活動は殆どできなかったが，実際に参

加してサマーキャンプの意義を考えた場合，やはり，

給食管理だけでは対処しきれない部分の重要性を，再

認識せざるを得なかった。しかし，患児の個人把握が

可能な調理スタッフの人数と現実の人数を比較した場

合，筆者らが精一杯行った事は，理想と現実の唯一の

妥協点t一限界に近いのではないかと思われる。来年度

のサマーキャンプに向けての調理スタッフの早急な課

題は，何といっても人員の確保ではなかろうか。実際，

患児の父兄の方々の「食」に対する熱意にふれて圧倒

されることが多々あり，栄養指導スタッフの人員確保

により給食管理と並行して，患児の生涯の食教育へつ

ながっていくような栄養教育8）9）も行われるよう努力

しなければならないと痛感させられた。サマーキャン

プの最終日の食窮の後にいただいた拍手あるいは，患

児の方々の作文・アンケートに付記されてあったねぎ

らいの言葉に対する感激を忘れることなく，今後とも

多くの課題に積極的に取り組んでいきたいと思う。

　このような貴重な体験の場を与えて下さった，新潟

大学医学部小児科大塚武司先生，同じく栄養指導室佐

藤恵子先生をはじめとして，ご指導・助言をいただいた

本学の塚原叡教授並びに渋谷歌子助教授，さらに協力

して下さった患児・御父兄およびスタッフの皆様方に

深く感謝申し上げます。
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